
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1012 

令和５年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ａ 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 最新「数学Ａ」 （数研出版） 

副教材等 ３ＲＯＵＮＤ 数学Ⅰ＋Ａ （数研出版） 

  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

・課題に対して自ら考える力を育むため、授業では例題解説に加えて、演習問題を解く時間を毎時

間要する。 

・周りの人と協働で考える活動を行うため、ペアワーク等を積極的に取り入れていく。 

・授業は基本的に、教科書に基づいて進めていき、副教材に関しては定期考査前や長期休暇等の課

題として取り組む形をとる。 

・原則授業用ノートと課題用ノートを作成する。 

・授業用ノートについては、板書を書き写すだけではなく、ノートの書き方を工夫し、自分の解い

た形跡や、先生の発言等をメモできるようにし、オリジナルのノートを作成するように心がける。 

・課題用ノートについては、問題の答えを書くだけではなく、その計算結果に至るまでの過程を書

くようにする。また、解くことができた問題、解説を見ながら進めた問題、全く分からなかった問

題に対して答え合わせをする際には、色を変えるなどの工夫をし、自分の弱点を見える形をとる。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり

育成することを目指す。 

 

(１) 場合の数と確率、図形の性質については、基本的な知識・技能の定着として公式活用を最優

先する。その結果、具体的な計算問題等を解くことができるようにする。数学と人間の活動の関係

については、身の回りに潜んでいる数学についての認識を深めた上、上記と同様に具体的な計算問

題等を解くことができるようにする。 

 

(２)  不確実な事象に着目し、確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力、文

章から図形の構成要素間の関係などに着目し、図形の形などから図形の性質を見いだす力、数学と

人間の活動との関わりに着目し、事象に数学の構造を見いだし、論理的に考察する力を養う。 

 

(３) 数学的論拠に基づいて、どの数学的手段を用いるか判断するために思考しようとする態度、

自ら粘り強く考え、その上で問題解決の過程を振り返ることで、考察を深めたり、評価・改善した

りしようとする態度を養う。また、生徒同士で考察を話し合うことで、学習意欲を高めあう環境づ

くりができるようにする。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 



 

※令和４年度以降入学生用 

観
点
の
趣
旨 

 

場合の数と確率、図形の性

質については、基本的な知

識・技能の定着として公式

活用をして、具体的な計算

問題等を解くことができる

ようになる。 

数学と人間の活動の関係に

ついては、身の回りに潜ん

でいる数学についての認識

を深めた上、上記と同様に

具体的な計算問題等を解く

ことができるようになる。 

 

 

不確実な事象に着目し、確率

の性質などに基づいて事象の

起こりやすさを判断する力、

文章から図形の構成要素間の

関係などに着目し、図形の形

などから図形の性質を見いだ

す力、数学と人間の活動との

関わりに着目し、事象に数学

の構造を見いだし、論理的に

考察する力を身に着けること

ができる。 

 

数学的論拠に基づいて、どの

数学的手段を用いるか判断す

るために思考しようとしてい

る。また、自ら粘り強く考え、

その上で問題解決の過程を生

徒同士で振り返ることで、考

察を深めたり、評価・改善し

たりしようとしている。また、

生徒同士で考察を話し合うこ

とで、学習意欲を高めあう環

境をつくることができてい

る。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
章 

場
合
の
数
と
確
率 

第１節 場合の数 

１ 集合 

２ 集合の要素の個数 

３ 樹形図、和の法則、

積の法則 

４ 順列 

５ 円順列と重複順列 

６ 組合せ 

 

a: 

①共通部分、和集合、補集合

を求めることができ、具体的

な日常生活に対して集合を考

え、それぞれの要素の個数を

求めることができる。 

②樹形図や和の法則、積の法

則を用いて、場合の数を求め

ることができる。 

③順列、円順列、重複順列、

組合せ等の区別をすることが

でき、それぞれの具体的な計

算方法を理解し、場合の数を

求めることができる。 

b: 

①ベン図を利用して、集合を

図示することで、集合の要素

の個数を求めることができ

る。 

②積の法則から順列の公式

を、順列の考えから円順列、

重複順列の違いを、順列の総

数から組合せの総数を考察す 

定期考査 

 

 

確認ﾃｽﾄ 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

定期考査 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

提出用 

課題 

(副読本) 

 

 

振り返り 

シート 



 

※令和４年度以降入学生用 

  

 ることができる。 

③順列、円順列、重複順列の

違いを理解しようとする。ま

た、組合せの考え方から、組

み分けの方法や同じものを含

む順列の考え方を理解しよう

とする。 

c: 

①日常語の「かつ」「または」

「…でない」との関連を認識

しようとする。 

②順列、円順列、重複順列の

違いや、組合せの考え方から、

組み分けの方法や同じものを

含む順列の考え方などの問題

に対して自分なりに表現し、

考察することができる。 

 

   

第２節 確率 

７ 確率の意味 

８ 確率の計算 

９ 確率の基本性質 

 １０ 和事象の確率 

 １１ 余事象の確率 

 １２ 独立な試行の確率 

 １３ 反復試行の確率 

 １４ 条件付き確率 

 １５ 期待値 

a: 

①事象を集合で表すことがで

きる。 

②確率の意味、試行や事象の

定義を理解し、和事象や余事

象の確率、独立な試行の確率、

反復試行の確率を公式を元に

求めることができる。 

④期待値の意味を理解するこ

とができる。 

b: 

①不確定な事象を、同様に確

からしいという概念をもとに

数量的にとらえることができ

る。 

②補集合をもとに余事象を考

察すること、また反復試行の

確率を、具体的な例から直感

的に考察し、問題を解くこと

ができる。 

③加法定理や乗法定理を用い

て、条件付き確率を求めるこ

とができる。 

④求めた期待値から、どのよ

うなことが読み取れるか情報

を読み取ることができる。 

定期考査 

 

 

確認ﾃｽﾄ 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

定期考査 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

実験 

 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

実験 

 

 

提出用 

課題 

(副読本) 

 

 

振り返り 

シート 
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 c: 

①身近な試行によって起こる

事象と関連付けながら、実験

などを通して確率に興味・関

心をもつ 

②くじ引きの確率が、引く順

番に関係なく等しくなること

を具体的な問題を通して、理

解しようと努める。 

 

   

２
学
期 

第
２
章 

図
形
の
性
質 

第１節 三角形の性質 

  １ 角の二等分線と比 

  ２ 三角形の外心、内心 

   重心 

  ３ チェバの定理、メネ

ラウスの定理 

 

a: 

①三角形の内角・外角の二等

分線と比の性質を用いて、線

分の長さを求めることができ

る。 

②外心・内心・重心の性質を

用いて、具体的な問題を処理

することができる。 

③三角形の面積と線分の比の

性質を用いて面積比を求める

ことができる。 

④チェバの定理・メネラウス

の定理を用いて、線分比を求

めることができる。 

b: 

適当な補助線を引き、問題解

決にアプローチをかけること

ができる。 

c: 

①内心・外心・重心の成り立

ちを理解しようとする。 

②面積と線分の比の性質から

チェバの定理・メネラウスの

定理を導けることを理解しよ

うとする。 

定期考査 

 

 

確認ﾃｽﾄ 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

定期考査 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

提出用 

課題 

(副読本) 

 

 

振り返り 

シート 

第２節 円の性質 

  ４ 円周角の定理 

  ５ 円に内接する四角 

   形 

  ６ 円と接線 

  ７ 接線と弦の作る角 

  ８ 方べきの定理 

  ９ ２つの円 

a: 

①円の性質を用いて、角の大

きさや 4 点が同一円周上にあ

ることを調べることができ

る。 

②円に内接する四角形の性質

を用いて、角の大きさを求め

ることができる。 

定期考査 

 

 

確認ﾃｽﾄ 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

定期考査 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 



 

※令和４年度以降入学生用 

 ③接弦定理や方べきの定理か

ら角の大きさや線分の長さを

求めることができる。 

b: 

①円周角の定理や円に内接す

る四角形の性質の成り立ちを

考えることができる。 

②円と直線の位置関係や円同

士の位置関係にいろいろな場

合があることに気づき、それ

ぞれの場合の性質を考える。 

c: 

①三角形の外接円と四角形の

外接円の違いを認識し、円に

内接する四角形の性質や四角

形が円に内接する条件を考察

しようとする。 

②方べきの定理が、円周角の

定理等を用いて証明されるこ

とに興味をもつ。 

  提出用 

課題 

(副読本) 

 

振り返り 

シート 

 

第３節 作図 

 １０ 基本の作図 

 １１ いろいろな作図 

 

a: 

コンパスと定規を用いて作図

することができる。 

b: 

数学的根拠にもとづき、作図

の際に引く補助線等の役割を

考えることができる。 

c: 

授業で学んだ方法をもとに自

らいろいろな作図を行うこと

ができる。 

定期考査 

 

 

確認ﾃｽﾄ 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

定期考査 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

提出用 

課題 

(副読本) 

第４節 空間図形 

 １２ 空間における直線と 

   平面 

 １３ 多面体 

 

a: 

①直線同士、直線と平面、平

面同士の位置関係やなす角を

求めることができる。 

②多面体の種類や辺・頂点の

数を求めることができる。 

b: 

①問題文から空間図形を図示

し、視覚的に問題を捉えるこ

とができる。 

 

定期考査 

 

 

確認ﾃｽﾄ 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

定期考査 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 
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第４節 空間図形 

 １２ 空間における直線と 

   平面 

 １３ 多面体 

 

②多面体の特徴から、その体

積を求めることができる。 

c: 

平面で考えていたものを立体

的に捉えることの難しさを問

題を解く中で気づく。 

 

  提出用 

課題 

(副読本) 

 

 

振り返り 

シート 

３
学
期 

第
３
章 

数
学
と
人
間
の
確
率 

１ 約数と倍数 

  １ 約数と倍数 

  ２ 素数と素因数分解 

  ３ 整数の割り算 

 

a: 

①３の倍数なのかどうか等を

判定することができる。 

②素数を判定し、自然数を素

因数分解することができ、約

数の個数や総和を求めること

ができる。 

③割り算の計算結果を式に表

すことができる。 

b: 

①約数・倍数に負の数を含め

る理由を考察することができ

る。 

②平方数になる条件を、素因

数分解の結果から考察するこ

とができる。 

c: 

日常生活に素数が使われてい

ないかの考察をすることがで

きる。 

 

定期考査 

 

 

確認ﾃｽﾄ 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

定期考査 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

レポート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

レポート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

提出用 

課題 

(副読本) 

 

 

振り返り 

シート 

２ １次不定方程式 

  １ 最大公約数 

  ２ ユークリッドの互除法 

  ３ １次不定方程式 

 

a: 

①互いに素という言葉の意味

を理解し、素因数分解から最

大公約数を求めることができ

る。 

②割り算の余りに着目して、

最大公約数を求めることがで

きる。 

b: 

１次不定方程式の仕組みを理

解し、問題を解くことができ

る。 

c: 

１次不定方程式とユークリッ

ドの互除法が関連しているこ

とに、問題を解く中で気づく。 

定期考査 

 

 

確認ﾃｽﾄ 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

定期考査 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

提出用 

課題 

(副読本) 

 

 

振り返り 

シート 
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３ 記数法 

  １ 古代の記数法 

  ２ 現代の記数法 

 

a: 

古代の記数法を用いて、現代

の数字を表すことができる。 

b: 

位取り記数法を用いて、２進

法から１０進法への変換等の

計算をすることができる。 

c: 

古代の数字と現代の数字の違

いを知り、現代のいろいろな

数を古代の数字で表そうとし

ている。 

定期考査 

 

 

確認ﾃｽﾄ 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

定期考査 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

提出用 

課題 

(副読本) 

 

 

振り返り 

シート 

 

４ 座標の考え方 

  １ 平面上の点の位置 

  ２ 空間上の点の位置 

 

a: 

平面上や空間上の座標を求め

ることができる。 

定期考査 

 

提出ﾉｰﾄ 

  

５  ゲーム・パズルの中の

数学 

  １ ゲームの中の数学 

  ２ パズルの中の数学 

 

b: 

ゲームやパズル等におけるク

リア条件や必勝法を考えるこ

とができる。 

c: 

ゲームやパズルを以下に効率

よくクリアできるかの試行錯

誤をすることができる。 

 

 定期考査 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

レポート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

 

レポート 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

提出用 

課題 

(副読本) 

 

 

振り返り 

シート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


